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公開空地（オープ

山下居留地遺跡を保全活用
（建築計画をほとんど変更すること

 

 横浜山下町地区第一種市街地再開発事業敷

果、多くの専門家が認める、我が国の歴史文

より事業関係者等に対して遺跡の保存に関す

県知事を含め事業関係者及び学識経験者並び

全活用に関して、充分な物理的、空間的分析

二極論で議論が進めらております。 

 そこで、「山下居留地遺跡の価値を考える

した結果、既成の建築計画をほとんど変更す

ることが判明いたしました。関係者各位にお

ていただきます様よろしく御願いいたします

また、詳細については別紙の資料をご参照

 

一. 添付資料「横濱開港 150 周年記念事業

 

本資料は以下の宛先に郵便又は電子メールに

 

神奈川大学教授 西和夫 ／ 横浜国立大学

関東学院大学教授 水沼淑子 ／ 慶応大学

神奈川県知事 ／ 神奈川県教育委員会 教

横浜市都市整備局 都市デザイン室 ／ 横

独立行政法人都市再生機構 理事長 ／ 日

株式会社 ゼファー本社 代表取締役／株式

（社）日本建築学会神奈川支所 ／ （社）

横浜市建築設計協同組合 ／ 横浜市建築事

ヨコハマ洋館探偵団 ／ 神奈川地域史研究

横浜都市発展記念館 ／ 財団法人 かなが

ＮＨＫ横浜放送局 記者 ／ テレビ神奈川

朝日新聞社横浜支局 記者 ／ 神奈川新聞

東京新聞横浜支局 記者 ／ その他市内報
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再開発事業Ｂ１・Ｂ２地区における 
ンスペース）を利用した 
したプロムナードの実現に向けて 
なく、同遺跡を一部現地保存する事が可能） 
 
記 

地において、神奈川県が実施している遺跡発掘調査の結

化にとって極めて貴重な遺跡が出土し、専門家や市民等

る要望書が提出されています。この件について、神奈川

に市民等の間では、再開発事業の建設工事と同遺跡の保

と検討を踏まえないまま、「保存」もしくは「撤去」の

会」が本事業関連の最新の資料を元に、空間的な検討を

ることなく、同遺跡を一部現地保存する事が可能であ

かれましては、このことを熟考の上、今後の検討を進め

。 

ください。 

（仮称）山下居留地遺跡プロムナード整備事業の提案」 

てお送りしております。（順不同、敬称略） 

大学院教授 吉田鋼市 

SFC准教授 岡本孝之 

育長 ／ 横浜市長 ／ 横浜市教育委員会 教育長 
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務所協会 ／ 日本都市計画家協会横浜支部 

会 ／ 旧モーガン邸を守る会 
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